
会 議 録 

会議名 令和元年度石浜西児童館情報交換会 

開催日時 
令和２年１月 23日（木） 

午前 10時から午前 11時 30分まで 

開催場所 総合子育て支援センター交流サロン室 

出席者 

参加者 

鈴木石浜区長、山田県営住宅自治会長、杉浦石浜西小学

校校長、木村主任児童委員、酒井民生・児童委員地区長、

平松交通指導員、 

事務局 
榊原課長、竹内総合子育て支援センター所長、矢澤館長 

酒井主事 

欠席者 中野児童クラブ保護者代表、河村児童クラブ保護者代表 

議題 

１ 令和元年度児童館活動状況について 

２ 令和元年度児童館活動計画について 

３ その他 質疑応答、意見交換 

傍聴者の数 ０人 

審議内容 

◆児童課長（あいさつ） 

 

◆石浜区長（あいさつ） 

 

（自己紹介） 

 

◆事務局 

 配布資料に基づき説明 

・令和元年度児童館活動状況について 

・令和元年度児童館活動計画について 

・児童館利用状況について 

  

◇参加者 

  児童館利用者が横断歩道を利用せず団地側に向かって横断する

姿がよくある。 

 

◇参加者 

  一人だと車に注意を払って渡ろうとするが、集団になるとほか

の子について移動するため、より危険である。 

 

◇参加者 

小学校で行われた交通教室でも走って横断歩道に入ることの危

険は知らせてきている。 

 



◆事務局 

  児童館でも、帰宅しようとする子どもに対しては随時声掛けを

行っている。そうした時は職員の目の届く範囲では渡らないよう

にする姿も見られる。 

 

◇参加者 

  孫を連れている高齢者は施設を利用する機会があるが、高齢者

が一人で児童館を訪れると、不審者と間違えられる時もあるので

はないか。 

 

◇参加者 

  子どもを預ける保護者の立場として考えると「どこの誰かわか

らない大人」が自由に訪問する環境に対しては不安を持つ部分も

ある。 

 

◆事務局 

 高齢者の方に、折り紙など得意なことを教えていただく機会が

ほしいが、まずは児童館に遊びに来ていただき、子どもたちと遊

ぶことを通して、関われるといい。不審者対応としては防犯カメ

ラを付けたりといった対応も考えているが条件もいろいろあり難

しい状況である。 

 

◇参加者 

  石浜児童館の職員の方は、子どもの課外活動や、時間に合わせ

て何度も迎えに来てくれているため、日々ありがたさや、申し訳

なさを感じている。3年生はともかく 4年生などは自分たちで児童

館に戻らせていくことはどうか。 

 

◆事務局 

  学校には日々協力していただき感謝している。送迎については

再度児童館で協議していく。 

 

◇参加者 

  外国籍の子の出身国はどこが多いか。また、コミュニケーショ

ンに困ってはいないか。 

 

◇参加者 

  外国籍の大人に関してはそれぞれの国のコミュニティの中で生

活する中では日本語を必要としないことが増えている。 

 

◆事務局 

  今年度はブラジル国籍の子がほとんどであり、中国籍の子も一

人いる。子どもに関しては通常の生活の中での言葉のやり取りは



行えている。保護者とは、通訳できる職員を通して伝達を行って

いる。 

 

◇参加者 

  雨が降ると児童館の正門部分に水が溜まっている。遊びに来た

子など足が濡れているのではないか。対応はできないのか。 

 

◆事務局 

  現状を把握して検討していく。 

 

◆事務局 

  地域の方々の協力のおかげで色々な活動が行えていることに感

謝し、皆様からの意見を基に、これからも地域に根ざした児童館

運営をしていきたい。 

本日の議事日程をすべて終了した旨を告げ、午前 11 時 30 分に

閉会を宣言。 

 

備考 児童館の活動、ひよこっこの日の活動の様子の写真を掲示した。 

 


